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活性化編における取組一覧
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調査検討

整備計画立案

整備・改修等
（市場関係者と開設者の協議が整ったもの）
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第 10 章　施設等の整備と改修

　市場関係事業者の販売力・集荷力強化のためには、生産者や消費者のニーズや今後
の社会情勢を踏まえた対応が求められます。市場施設等の整備、改修の検討を開始す
るにあたっては、各事業者が必要としている市場機能における大きな方向性（改正卸
売市場法施行後の新たなルール下での流通環境の変化、物流動線の整理、水産物部と
青果部のゾーニング 26、機能の集約など）を盛り込んだグランドデザイン 27 を策定し
たうえで、今後強化すべき機能を充実させていくことが重要となります。
　また、昨今の札幌市場や他の卸売市場を取り巻く環境から、生鮮食料品の高度な衛
生管理や品質保持のためのコールドチェーンの強化や、流通環境の悪化に伴う物流効
率化への対応など、今後 10 年間の間に、下表に例示するような必要機能が求められ
ます。
　こうしたことを考慮に入れながら、第 2 次プロジェクトの計画期間においては、
施設等の整備、改修の大きな方向性や札幌市場の「在り方」「位置づけ」「役割」「機
能強化の方向」を再度確認するとともに、「適正な受益者負担」を踏まえながら、市
場関係事業者と開設者が綿密な協議を行いながら協働して取組を進めます。
　なお、施設等の整備、改修に際しては、民間活力の導入も含めて検討していきます。

26　【ゾーニング】 各箇所を用途別に区画すること。
27　【グランドデザイン】 全体構想のこと。
28　【コールドチェーン】 輸送も含め生産地から卸売市場等中間物流拠点及び消費地まで、一貫して低温を保ったまま流通させ

る仕組みのこと。
29　【クロスドッキング】 物流センター等にトラックなどで到着した商品を保管せず、その場で荷さばきし、出荷すること。

今後 10 年間において求められる必要機能及び施設例

○高度な衛生管理
○冷蔵、低温保管

（コールドチェーン 28）
○荷降ろし（荷さばき）
○クロスドッキング 29 

◇温度帯管理できる冷蔵、低温倉庫（一時保管、空間利用機能含む）
◇荷降ろし、荷さばき箇所の上屋設置
◇売場内等に設置できる冷蔵、低温保管設備
◇クロスドッキングセンター

必要機能 施　設　例

検討・実施期間
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札幌市場の移り変わり②

　札幌市の人口の増加や生鮮食料品流通において求められる機能の変化にあわ
せて市場の施設も変わってきています。

　昭和 55 年（1980 年）ころの様子（写真の上が南）。この年の取扱量は青果
部 292,911 トン、水産物部 155,166 トン（暦年）。

　市場再整備事業後の平成 20 年（2008 年）ころの様子。ほぼ現在の施設と同
じ施設となっている。この年の取扱量は青果部 309,125 トン、水産物部
129,495 トン（暦年）。


